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平衡超伝導電流iこ働くローレンツ力とそのホール係数
(c) 
図 1:(的磁場下にある金属に外部電場Eextをかけた直後c 笥単のため正孔 (ε>0)の運動を考え



























































??? ????? ?? ?? (2) 
のホール電場を誘起してローレンツ力を相殺する。ここでe<Oは電子の電荷，またηsは超流動
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する。 (2)式と (3)式はホール{系数RH老用いて統一的に E= RHB x jsと表せる。この式にマク
















































ることにより準古典方程式が得られるc この導出法は， Kadano豆と Baym[26]によって発展させ
られた夕、イソン方程式からの輸送方程式の導出法とほぼ同じで，ただ消去する変数が異なるのみで
ある D 準古典方程式の中で，松原形式そ用いた熱平衡状態の場合がEilenberger(1968年)[27]によ

















ブ行列ぅ VFはフェルミ速度ぅ PFはフェルミ運動量， [台うQ]三台Q-Qム {台，Q}三PQ十Q1うで
ある。演算子δはゲージ共変性を持つ空間微分演葬子で，会RぅKの対角成分， (1，2)成分， (2ユ)成分
のいずれに作用するかに応じて，ベクトル・ポテンシャルAを用いてそれぞれママ-i~~A(r) う















EH=B x互Hjs・ (5) 
ここで RHはホール保数(テンソル〉であり， (1) = 1と規格化されたフェルミ面平均十.• )と 1
スピン当りのフェルミ面状態密震_iV(O)を用いて
丘百二品可毛(1-Y)VF 、 、? ?? 。?， 、 、
と表される。ただしY三Y(PF，rぅT)は芳田関数で [31，32]，松原エネJvギ、一九三 (2n十1)πkBT
とギ、ヤツプ行列ムの (1ぅ2)成分ム=ムケぅPF)を荊いて次式で定義されている凸
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ξp = -2(cospx十cospυ)+ ~ ( cos Px cos Py -1)一一(cos2px + cos 2py -2) (9) 3' .L ~ .L 1 5 
を採用したむただし搭子関掃を 1と置いたc 図3~こ 1 格子点当りの平均電子数(フィリング)が
η= 0.9と1.95の場合のフェルミ面を示すG 拡張ゾーン形式を黒いると，これら二つの場合のフェ
ルミ面は，(Px， py)ニケラπ)を中心とする連結曲線で表せる。正常状態のホール係数 (8)は，結
晶の主軸方向に等しい値を持ち (RU=RU三 RZ))，格子点当りの平均電子数が nc二1.033
(εF = -0.121)でその符号を変える(図4参照)。
この異方的フェルミ面を持つ系に対し，エネルギー・ギャップとしてd譲
ム(PFぅr)ぽ (PFx π)2-(PFy π)2う (10) 
を仮定して， (6)式の計算老行った。
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